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第393号� 令和7年1 1月1日

戸締まり用心
火の用心

編
集
後
記

　「
地
球
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
」と
思
う
ほ
ど
、
世
界
規
模

で
い
ろ
い
ろ
大
変
な
1
年
で
し
た
。

自
然
災
害
の
怖
さ
に
驚
く
ば
か
り

で
す
。

　
来
年
は
良
い
年
で
！
　
と
期
待

し
て
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。本
年
も
ご
愛
読
、ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
葛
馬
）

猛
暑
の
プ
ー
ル
一
般
開
放

　
用
海
小
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ

た
7
月
19
、20
日
の
午
前
と
午
後
、

灼
熱
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
遊
泳
の

監
視
係
の
人
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
が
熱
中
症
対
策
を
十
分
に
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
含
め
2
0
0
人
余

り
の
人
が
参
加
し
て
、
大
き
な
浮

き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ

り
泳
い
だ
り
と
、水
し
ぶ
き
の
中
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
酷
暑
の
中
、
準
備
か
ら
後
片
付

け
ま
で
協
力
し
、
事
故
な
く
開
催

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
の
役
員

の
皆
さ
ん
、
指
導
者
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。（

不
破
）

家族で確認してください

令和7年度版 防災マップの主な変更点
1．変更の背景
・�東日本大震災では、避難所は安全だと思って、津波で使うことができない
避難所へ避難した人が、津波で被害に遭いました。災害の危険から逃れる
ための場所と避難生活を送るための避難所が明確に区別されておらず、被
害拡大の一因になりました。
・�このたび、「緊急避難場所」と「避難所」の役割を明確に区別するとともに、
災害時に、より的確に避難していただくため、避難場所として使うことが
できる災害の種類ごとに「緊急避難場所」を整理しました。
2．「緊急避難場所」と「避難所」の区別
●緊急避難場所
・命を守ることを最優先に災害の危険から逃れるための場所
・�災害の種類（土砂、内水、洪水、高潮、津波、大火事）ごとに、
屋内（小・中学校など）、または屋外の空間（広い公園や広
場など）を指定
●避難所
・自宅に帰宅できない場合に、一定期間、避難生活をする場所
・災害の種類に関わらず、小学校や中学校などを指定
注1：�緊急避難場所は、災害の種類によっては使うことができないので、災害種別

をあらかじめよく確認の上、避難してください。
注2：�避難所としての開設は、施設の安全点検を行った上で順次行いますが、被災

状況によっては開設できない場合があります。

令
和
令
和
77
年
発
行
年
発
行

  

西
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市
西
宮
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　防
災
マ
ッ
プ

　
　防
災
マ
ッ
プ��

乳腺外科・外科・内科一般

西宮市松原町4番12号
広告広告

災害別に異なる
緊急避難場所

帰宅できない
場合の
避難所

○今後の避難行動は、どう変わる？
　まずは命を守ることを最優先に災害種
別ごとに使用できる施設を防災マップや
現地の標識であらかじめ確認し、災害の
危険から逃れる行動をとってください。
　これまでの緊急避難場所（兼避難所）
事前開設や津波避難行動の運用は変わ
りません。

猛暑にも負けず元気に咲いた用海筋のサルスベリの花

令和7年度
地域活動推進懇談会

開催
と　き：11月8日（土）
　　　　13：30〜15：00
ところ：用海公民館3F講堂
主　催：�用海地域コミュニティ

協会

「地域で防災を考える」
テーマ

第26回 第26回 
用海子どもフェスティバル用海子どもフェスティバル

〜ウォークラリー〜〜ウォークラリー〜
と　き：11月29日（土）
　　　　10：00〜12：00ごろ
　　　　雨天の場合　11月30日（日）
主　催：用海地区団体協議会
共　催：用海地区青少年愛護協議会
　　　　用海地区社会福祉協議会
☆各町の公園で楽しく遊んでから
　　　　　　　　　用海小学校運動場へ

楽しい1日を過ごしましょう!!
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J
A
L
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室

　
青
愛
協
デ
イ
ズ
最
終
日
の
7
月

31
日
、
こ
の
日
も
9
時
か
ら
は
学

習
会
。
涼
し
い
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に

は
た
く
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
が
並

び
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
高
学
年
と

低
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
宿
題
に
集
中

し
、
落
ち
着
い
た
時
間
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。

　
10
時
か
ら
は
「
J
A
L
紙
ヒ

コ
ー
キ
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
飛
行
機
で
働
い

て
い
る
人
！
」
と
び
っ
く
り
し
な

が
ら
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
の
先
生

た
ち
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。
放

課
後
学
習
会
の
後
、
折
り
紙
で
紙

飛
行
機
を
飛
ば
し
て
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
を
よ
く
見
か
け
る
の

で
、
こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
説
明
を
よ

く
聞
い
て
熱
心
に
作
っ
て
い
ま
し

た
。 学

校

�

だ
よ
り

　小学生の下校時刻は、おおよそ午後3時から4時の間です。
　月曜日〜金曜日の午後3時〜4時になるべく外へ出て、子どもたちに
目を向けてください。
　「出るだけ防犯」になります。　　　　　　　　用海地区団体協議会

地域みんなで子どもの見守り!! お願いします

夏
休
み
青
愛
協
デ
イ
ズ

夏
休
み
青
愛
協
デ
イ
ズ

広告

西宮巻き爪矯正センター
外 反 母 趾 研 究 所

　　　　 平日 午前8：30～12：30　午後3：00～7：15
診療時間 土曜 午前8：30～3：00
　　　　 日・祝祭日は休診
西宮市松原町4番12号

駐車場有り

TEL（0798）22-4120
ヨ イ ツ メ

JR西宮駅
JR西宮駅前
交差点 フレンテ西宮 国道2号

至神戸

1F 東接骨院
2F・3F
 あずまデイサービスセンター

至大阪

ロータリー

西
宮
東
口
商
店
街

福
祉
セ
ン
タ
ー
筋

N

（東接骨院内）

　
作
っ
た
後
は
体
育
館
へ
移
動
。

的
に
紙
飛
行
機
を
入
れ
る
ゲ
ー
ム

は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
な
か
な

か
入
ら
ず
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
一
斉
に

舞
台
の
前
か
ら
紙
飛
行
機
を
飛
ば

し
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
飛
ん
で
い

く
か
を
見
な
が
ら
、
体
育
館
に
は

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
閉
会
式
で
全
員
が
参

加
賞
（
み
や
た
ん
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
）
を
受
け
取
り
、
7
月
28
日

か
ら
始
ま
っ
た
4
日
間
の
友
達
と

の
楽
し
い
時
間
を
終
え
ま
し
た
。

（
辻
）

すてきな紙飛行機

的
入
れ
、
難
し
か
っ
た

み
ん
な
で
飛
ば
し
ま
し
た

J
A
L
の
社
員
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

〜文の人〜

84
　
長
年
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
尽
力
し
て
き
た
用
海
町
の
今

村
欣
史
さ
ん
82
歳
。

　「
宮
っ
子
」
バ
ス
ツ
ア
ー
の
歴

史
文
学
の
講
師
、
子
ど
も
将
棋
教

室
の
先
生
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
詩

人
な
ど
多
く
の
顔
を
持
ち
、
地
域

の
人
々
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
18（
1
9
4
3
）年
、
兵
庫

県
和
田
山
町（
現
・
朝
来
市
）で
誕

生
。
終
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
還
し
た
父
親
と
共
に
現
住
所

で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
小
学

校
4
年
生
の
時
に
、
用
海
小
学
校

復
校
に
伴
い
浜
脇
小
学
校
か
ら
集

団
転
校
。
わ
ん
ぱ
く
な
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
る
中
、
今
村
さ

ん
は
読
書
を
好
む
少
年
で
し
た
。

　
小
学
生
の
頃
は
、
あ
の
村
上
春

樹
も
通
っ
た
と
い
う
旧
西
宮
図
書

館
に
出
入
り
し
、
江
戸
川
乱
歩
を

愛
読（
中
学
生
の
時
は
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
）。

　
6
年
生
の
時
に
「
ご
飯
を
炊
く

ま
き
が
燃
え
る
様
子
を
書
い
た
作

文
が
き
っ
か
け
で
」、
担
任
教
師

に
「
毎
日
作
文
を
書
い
て
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
作
文
の
添
削
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
。
文
筆
家
の

片
り
ん
が
こ
の
頃
か
ら
現
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
浜
脇
中
学
生
の
時
、
結
核
性
肋ろ

く

膜ま
く
炎
で
1
年
休
学
。
休
学
後
、
英

語
教
師
の
小
林
久
盛
氏
と
出
会

い
、「
久
盛
先
生
は
と
て
も
お
と

こ
気
の
あ
る
格
好
良
い
先
生
だ
っ

た
」
と
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
後
の
話
で
す
が
、
今
村

さ
ん
が
用
海
小
学
校
P
T
A
会
長

の
時
、
新
設
中
学
校
の
「
校
名
決

定
委
員
会
」
に
出
席
。
今
村
さ
ん

が
発
案
し
た
「
真
砂
中
学
」
と
い

う
学
校
名
が
採
用
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
時
、
小
林
氏
が
教
育
長

と
し
て
出
席
し
て
い
た
と
の
こ

と
。

　
高
校
は
県
立
西
宮
高
校
入
学
。

し
か
し
、
父
親
の
病
気
の
た
め
1

学
期
で
退
学
。
そ
の
1
年
後
、
父

親
は
他
界
し
、
以
後
一
家
を
養
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。17
歳
。「
日

本
一
若
い
米
屋
で
し
た
」
と
。

　
多
忙
な
米
屋
の
経
営
に
奮
闘
し

な
が
ら
毎
日
読
書
に
励
ん
だ
と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
結
婚
。
男
女
2
人
の

父
親
に
な
り
、
幼
少
期
の
子
ど
も

が
発
す
る
言
葉
を
記
録
に
残
し
、

そ
れ
が
新
聞
ラ
ジ
オ
で
話
題
に

な
っ
た
こ
と
も
。

　
そ
の
後
、
神
戸
新
聞
読
者
文
芸 孫さんと遊ぶのが大好きな今村さんです

欄
に
投
稿
し
た
詩
が
特
選
。
そ
の

時
の
選
者
で
あ
っ
た
足
立
巻け

ん
一い

ち
氏

と
出
会
う
こ
と
に
。

　
足
立
氏
は
評
伝
文
学
『
や
ち
ま

た
』
で
文
部
大
臣
芸
術
選
奨
を
受

け
た
作
家
で
あ
り
詩
人
。
ま
た
、

児
童
詩
誌
『
き
り
ん
』
の
編
集
発

行
に
尽
力
し
た
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
縁
で
昭
和
57
年
、
今
村

さ
ん
が
P
T
A
会
長
の
時
、
用
海

小
学
校
講
堂
で「
子
ど
も
の
世
界
」

と
い
う
足
立
氏
の
講
演
を
実
現
。

多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
、
西
宮
文
教
住
宅
都

市
宣
言
20
周
年
記
念
誌
の
詩
部
門

で
入
選
。
こ
の
時
の
選
者
、
文
学

研
究
家
の
宮
崎
修
二
朗
氏
の
「
文

芸
と
は
名
利
を
求
め
る
た
め
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の
言
葉
に

深
い
感
銘
を
受
け
、
押
し
か
け
弟

子
に
。

　
こ
の
頃
か
ら
執
筆
活
動
や
文

学
、
歴
史
に
対
す
る
興
味
が
深
ま

り
、
多
く
の
文
人
と
の
交
流
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
元
々
は
学
校
の
先
生
に
な
り
た

か
っ
た
と
い
う
今
村
さ
ん
。
将
棋

を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
。

　
そ
れ
か
ら
…
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
は
、
今
村
さ
ん
は
か
つ
て
喫

茶
店
の
マ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
。
こ
こ
で
の
人
と
の
出
会

い
が
貴
重
で
、
そ
の
時
に
聞
い
た

お
客
さ
ん
の
話
を
作
品
化
し
た
の

が
平
成
13（
2
0
0
1
）年
に
出
版

し
、
田
辺
聖
子
さ
ん
が
絶
賛
し
た

詩
集
『
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
』。

そ
れ
を
読
ん
だ
作
家
の
ド
リ
ア
ン

助
川
さ
ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
、

用
海
町
の
喫
茶
店
「
輪
」
で
ド
リ

ア
ン
さ
ん
の
朗
読
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
人
と
の
輪
が
途
切
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
の
後
、
著
書
『
完
本
・
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
』（
朝
日
新
聞
出

版
刊
）に
結
実
し
ま
す
。

　
博
識
な
今
村
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、「
原
動

力
は
…
学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

と
の
一
言
に
仰
天
し
ま
し
た
。「
で

も
今
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

　
取
材
を
し
た
元
喫
茶
店
の
書
斎

の
壁
に
は
、
神
戸
の
洋
画
家
・
菅

原
洸
人
画
伯
に
よ
る
優
し
い
笑
顔

の
今
村
さ
ん
夫
妻
の
油
彩
画
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
敬
愛
す
る
師
や
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
今
は
、

心
豊
か
に
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。

�

（
辻
）
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J
A
L
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室

　
青
愛
協
デ
イ
ズ
最
終
日
の
7
月

31
日
、
こ
の
日
も
9
時
か
ら
は
学

習
会
。
涼
し
い
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に

は
た
く
さ
ん
の
テ
ー
ブ
ル
が
並

び
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
高
学
年
と

低
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ
宿
題
に
集
中

し
、
落
ち
着
い
た
時
間
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。

　
10
時
か
ら
は
「
J
A
L
紙
ヒ

コ
ー
キ
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
飛
行
機
で
働
い

て
い
る
人
！
」
と
び
っ
く
り
し
な

が
ら
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
教
室
の
先
生

た
ち
を
歓
迎
し
て
い
ま
し
た
。
放

課
後
学
習
会
の
後
、
折
り
紙
で
紙

飛
行
機
を
飛
ば
し
て
遊
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
を
よ
く
見
か
け
る
の

で
、
こ
の
日
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
説
明
を
よ

く
聞
い
て
熱
心
に
作
っ
て
い
ま
し

た
。 学

校

�

だ
よ
り

　小学生の下校時刻は、おおよそ午後3時から4時の間です。
　月曜日〜金曜日の午後3時〜4時になるべく外へ出て、子どもたちに
目を向けてください。
　「出るだけ防犯」になります。　　　　　　　　用海地区団体協議会

地域みんなで子どもの見守り!! お願いします

夏
休
み
青
愛
協
デ
イ
ズ

夏
休
み
青
愛
協
デ
イ
ズ

広告

西宮巻き爪矯正センター
外 反 母 趾 研 究 所

　　　　 平日 午前8：30～12：30　午後3：00～7：15
診療時間 土曜 午前8：30～3：00
　　　　 日・祝祭日は休診
西宮市松原町4番12号

駐車場有り

TEL（0798）22-4120
ヨ イ ツ メ

JR西宮駅
JR西宮駅前
交差点 フレンテ西宮 国道2号

至神戸

1F 東接骨院
2F・3F
 あずまデイサービスセンター

至大阪

ロータリー

西
宮
東
口
商
店
街

福
祉
セ
ン
タ
ー
筋

N

（東接骨院内）

　
作
っ
た
後
は
体
育
館
へ
移
動
。

的
に
紙
飛
行
機
を
入
れ
る
ゲ
ー
ム

は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
な
か
な

か
入
ら
ず
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
一
斉
に

舞
台
の
前
か
ら
紙
飛
行
機
を
飛
ば

し
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
飛
ん
で
い

く
か
を
見
な
が
ら
、
体
育
館
に
は

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
閉
会
式
で
全
員
が
参

加
賞
（
み
や
た
ん
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
）
を
受
け
取
り
、
7
月
28
日

か
ら
始
ま
っ
た
4
日
間
の
友
達
と

の
楽
し
い
時
間
を
終
え
ま
し
た
。

（
辻
）

すてきな紙飛行機

的
入
れ
、
難
し
か
っ
た

み
ん
な
で
飛
ば
し
ま
し
た

J
A
L
の
社
員
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

〜文の人〜

84
　
長
年
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
尽
力
し
て
き
た
用
海
町
の
今

村
欣
史
さ
ん
82
歳
。

　「
宮
っ
子
」
バ
ス
ツ
ア
ー
の
歴

史
文
学
の
講
師
、
子
ど
も
将
棋
教

室
の
先
生
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、
詩

人
な
ど
多
く
の
顔
を
持
ち
、
地
域

の
人
々
に
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
18（
1
9
4
3
）年
、
兵
庫

県
和
田
山
町（
現
・
朝
来
市
）で
誕

生
。
終
戦
後
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
か

ら
帰
還
し
た
父
親
と
共
に
現
住
所

で
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
小
学

校
4
年
生
の
時
に
、
用
海
小
学
校

復
校
に
伴
い
浜
脇
小
学
校
か
ら
集

団
転
校
。
わ
ん
ぱ
く
な
子
ど
も
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
る
中
、
今
村
さ

ん
は
読
書
を
好
む
少
年
で
し
た
。

　
小
学
生
の
頃
は
、
あ
の
村
上
春

樹
も
通
っ
た
と
い
う
旧
西
宮
図
書

館
に
出
入
り
し
、
江
戸
川
乱
歩
を

愛
読（
中
学
生
の
時
は
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
）。

　
6
年
生
の
時
に
「
ご
飯
を
炊
く

ま
き
が
燃
え
る
様
子
を
書
い
た
作

文
が
き
っ
か
け
で
」、
担
任
教
師

に
「
毎
日
作
文
を
書
い
て
き
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
、
作
文
の
添
削
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
。
文
筆
家
の

片
り
ん
が
こ
の
頃
か
ら
現
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
浜
脇
中
学
生
の
時
、
結
核
性
肋ろ

く

膜ま
く
炎
で
1
年
休
学
。
休
学
後
、
英

語
教
師
の
小
林
久
盛
氏
と
出
会

い
、「
久
盛
先
生
は
と
て
も
お
と

こ
気
の
あ
る
格
好
良
い
先
生
だ
っ

た
」
と
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
後
の
話
で
す
が
、
今
村

さ
ん
が
用
海
小
学
校
P
T
A
会
長

の
時
、
新
設
中
学
校
の
「
校
名
決

定
委
員
会
」
に
出
席
。
今
村
さ
ん

が
発
案
し
た
「
真
砂
中
学
」
と
い

う
学
校
名
が
採
用
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
時
、
小
林
氏
が
教
育
長

と
し
て
出
席
し
て
い
た
と
の
こ

と
。

　
高
校
は
県
立
西
宮
高
校
入
学
。

し
か
し
、
父
親
の
病
気
の
た
め
1

学
期
で
退
学
。
そ
の
1
年
後
、
父

親
は
他
界
し
、
以
後
一
家
を
養
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。17
歳
。「
日

本
一
若
い
米
屋
で
し
た
」
と
。

　
多
忙
な
米
屋
の
経
営
に
奮
闘
し

な
が
ら
毎
日
読
書
に
励
ん
だ
と
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
結
婚
。
男
女
2
人
の

父
親
に
な
り
、
幼
少
期
の
子
ど
も

が
発
す
る
言
葉
を
記
録
に
残
し
、

そ
れ
が
新
聞
ラ
ジ
オ
で
話
題
に

な
っ
た
こ
と
も
。

　
そ
の
後
、
神
戸
新
聞
読
者
文
芸 孫さんと遊ぶのが大好きな今村さんです

欄
に
投
稿
し
た
詩
が
特
選
。
そ
の

時
の
選
者
で
あ
っ
た
足
立
巻け

ん
一い

ち
氏

と
出
会
う
こ
と
に
。

　
足
立
氏
は
評
伝
文
学
『
や
ち
ま

た
』
で
文
部
大
臣
芸
術
選
奨
を
受

け
た
作
家
で
あ
り
詩
人
。
ま
た
、

児
童
詩
誌
『
き
り
ん
』
の
編
集
発

行
に
尽
力
し
た
人
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
縁
で
昭
和
57
年
、
今
村

さ
ん
が
P
T
A
会
長
の
時
、
用
海

小
学
校
講
堂
で「
子
ど
も
の
世
界
」

と
い
う
足
立
氏
の
講
演
を
実
現
。

多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
、
西
宮
文
教
住
宅
都

市
宣
言
20
周
年
記
念
誌
の
詩
部
門

で
入
選
。
こ
の
時
の
選
者
、
文
学

研
究
家
の
宮
崎
修
二
朗
氏
の
「
文

芸
と
は
名
利
を
求
め
る
た
め
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の
言
葉
に

深
い
感
銘
を
受
け
、
押
し
か
け
弟

子
に
。

　
こ
の
頃
か
ら
執
筆
活
動
や
文

学
、
歴
史
に
対
す
る
興
味
が
深
ま

り
、
多
く
の
文
人
と
の
交
流
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
元
々
は
学
校
の
先
生
に
な
り
た

か
っ
た
と
い
う
今
村
さ
ん
。
将
棋

を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
。

　
そ
れ
か
ら
…
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
は
、
今
村
さ
ん
は
か
つ
て
喫

茶
店
の
マ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
。
こ
こ
で
の
人
と
の
出
会

い
が
貴
重
で
、
そ
の
時
に
聞
い
た

お
客
さ
ん
の
話
を
作
品
化
し
た
の

が
平
成
13（
2
0
0
1
）年
に
出
版

し
、
田
辺
聖
子
さ
ん
が
絶
賛
し
た

詩
集
『
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
』。

そ
れ
を
読
ん
だ
作
家
の
ド
リ
ア
ン

助
川
さ
ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
、

用
海
町
の
喫
茶
店
「
輪
」
で
ド
リ

ア
ン
さ
ん
の
朗
読
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
人
と
の
輪
が
途
切
れ
ま

せ
ん
。

　
そ
の
後
、
著
書
『
完
本
・
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
』（
朝
日
新
聞
出

版
刊
）に
結
実
し
ま
す
。

　
博
識
な
今
村
さ
ん
。
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、「
原
動

力
は
…
学
歴
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」

と
の
一
言
に
仰
天
し
ま
し
た
。「
で

も
今
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

　
取
材
を
し
た
元
喫
茶
店
の
書
斎

の
壁
に
は
、
神
戸
の
洋
画
家
・
菅

原
洸
人
画
伯
に
よ
る
優
し
い
笑
顔

の
今
村
さ
ん
夫
妻
の
油
彩
画
が
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
敬
愛
す
る
師
や
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
今
は
、

心
豊
か
に
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。

�

（
辻
）



第393号 わ が ま ち 用 海 令和7年11月1日 （ 4 ）

（中村武人）

第393号� 令和7年1 1月1日

戸締まり用心
火の用心

編
集
後
記

　「
地
球
が
お
か
し
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
」と
思
う
ほ
ど
、
世
界
規
模

で
い
ろ
い
ろ
大
変
な
1
年
で
し
た
。

自
然
災
害
の
怖
さ
に
驚
く
ば
か
り

で
す
。

　
来
年
は
良
い
年
で
！
　
と
期
待

し
て
新
し
い
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。本
年
も
ご
愛
読
、ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
葛
馬
）

猛
暑
の
プ
ー
ル
一
般
開
放

　
用
海
小
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ

た
7
月
19
、20
日
の
午
前
と
午
後
、

灼
熱
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
遊
泳
の

監
視
係
の
人
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
が
熱
中
症
対
策
を
十
分
に
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
含
め
2
0
0
人
余

り
の
人
が
参
加
し
て
、
大
き
な
浮

き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
遊
ん
だ

り
泳
い
だ
り
と
、水
し
ぶ
き
の
中
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
酷
暑
の
中
、
準
備
か
ら
後
片
付

け
ま
で
協
力
し
、
事
故
な
く
開
催

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
の
役
員

の
皆
さ
ん
、
指
導
者
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。（

不
破
）

家族で確認してください

令和7年度版 防災マップの主な変更点
1．変更の背景
・�東日本大震災では、避難所は安全だと思って、津波で使うことができない
避難所へ避難した人が、津波で被害に遭いました。災害の危険から逃れる
ための場所と避難生活を送るための避難所が明確に区別されておらず、被
害拡大の一因になりました。
・�このたび、「緊急避難場所」と「避難所」の役割を明確に区別するとともに、
災害時に、より的確に避難していただくため、避難場所として使うことが
できる災害の種類ごとに「緊急避難場所」を整理しました。
2．「緊急避難場所」と「避難所」の区別
●緊急避難場所
・命を守ることを最優先に災害の危険から逃れるための場所
・�災害の種類（土砂、内水、洪水、高潮、津波、大火事）ごとに、
屋内（小・中学校など）、または屋外の空間（広い公園や広
場など）を指定
●避難所
・自宅に帰宅できない場合に、一定期間、避難生活をする場所
・災害の種類に関わらず、小学校や中学校などを指定
注1：�緊急避難場所は、災害の種類によっては使うことができないので、災害種別

をあらかじめよく確認の上、避難してください。
注2：�避難所としての開設は、施設の安全点検を行った上で順次行いますが、被災

状況によっては開設できない場合があります。

令
和
令
和
77
年
発
行
年
発
行

  

西
宮
市
西
宮
市

　
　防
災
マ
ッ
プ

　
　防
災
マ
ッ
プ��

乳腺外科・外科・内科一般

西宮市松原町4番12号
広告広告

災害別に異なる
緊急避難場所

帰宅できない
場合の
避難所

○今後の避難行動は、どう変わる？
　まずは命を守ることを最優先に災害種
別ごとに使用できる施設を防災マップや
現地の標識であらかじめ確認し、災害の
危険から逃れる行動をとってください。
　これまでの緊急避難場所（兼避難所）
事前開設や津波避難行動の運用は変わ
りません。

猛暑にも負けず元気に咲いた用海筋のサルスベリの花

令和7年度
地域活動推進懇談会

開催
と　き：11月8日（土）
　　　　13：30〜15：00
ところ：用海公民館3F講堂
主　催：�用海地域コミュニティ

協会

「地域で防災を考える」
テーマ

第26回 第26回 
用海子どもフェスティバル用海子どもフェスティバル

〜ウォークラリー〜〜ウォークラリー〜
と　き：11月29日（土）
　　　　10：00〜12：00ごろ
　　　　雨天の場合　11月30日（日）
主　催：用海地区団体協議会
共　催：用海地区青少年愛護協議会
　　　　用海地区社会福祉協議会
☆各町の公園で楽しく遊んでから
　　　　　　　　　用海小学校運動場へ

楽しい1日を過ごしましょう!!


